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村落との対応関係は,つぎのように整理しえよう｡なお ( )内の番号は,図 1の村落番号に
あたる｡
(D 北部山地の山地斜面 PaKia村 (村落番号 1)
② 北部山地の山間小河谷 NonThaki村 (同3)･OnPai村 (同4)
③ 山間盆地 ThungKala村 (同2)
④ 山地から平原への移行地帯 MuangSanPi村 (同5)･WangMaeSan村 (同6)



























































































































































































































































Ⅳ 稲作の慣行農法 (4) 平原-の移行地帯の稲作














第 1期作 苗代播種 6月初 ･本田移植 7月初 ･収穫10月初｡



































ⅠⅤ-1-9.収穫 :手鎌で,株元から25センチぐらいのところで高刈 りする｡ 刈ったものから
順に地面にならべ,そのまま3日間ほど地干しする｡




















































































































な稲作｣ とよぶことにしよう｡ 第 1-第3の各々について,簡単に注釈をくわえたい｡










































































型型 観察村落 牽引頭数 型身長(cm) 型頼長(cm) 型底長(cm) 梨 先 型先と型へらとの関係 梨先の構造と材質 備 考最大長 最大幅 構 造 材
A) 2.ThungKala 1 100 145 28 18 14 一体化 鉄 片 鋳 鉄 梨型 B)も併存01頭用のものO型先は実物なく,ききとりのみ型 C o
3.NonTaki 1 81 140 50 22 14 〟 ソケット式 〟
4 OnPai 65 53 45 57 35 〟 〟 〟5 Mua SnPi6 Wa M eSan 1および22 129 98 3079
B) 2.ThungKala 1 101 137 31 24 12 〟 〟 〟 梨型A)も併存o
8.ChiangRai 1 94 147 33 25 14 〟 /∫ /
9.ChiangSaen 1 100 115 25 13 14 〟 〟 〟
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